


　
町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
新
春
を
ご
健
勝
で
お

迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
に
対
し
ま

し
て
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
４
月
に
地
域
密
着
型
特

別
老
人
ホ
ー
ム
「
テ
ル
ケ
ア
」、
７

月
に
「
幌
加
内
診
療
所
」
が
そ
れ
ぞ

れ
開
業
し
、
10
年
に
亘
り
議
論
を
行

い
懸
案
で
あ
り
ま
し
た「
病
院
再
編
」

の
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
が
で
き
、

関
係
各
位
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
無
床
化
や
休
日
医
療
の
対
応

な
ど
、
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
把
握
し

施
策
を
引
き
続
き
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で

は
、
融
雪
期
は
早
か
っ
た
も
の
の
５

月
後
半
か
ら
６
月
の
降
雨
に
よ
り
、

播
種
作
業
が
か
な
り
遅
れ
た
上
に
、

８
月
の
大
雨
に
よ
る
被
害
が
懸
念
さ

れ
ま
し
た
。
水
稲
、小
麦
、馬
鈴
薯
、

イ
ナ
キ
ビ
は
、
平
年
作
を
上
回
り
ま

し
た
が
、
そ
ば
は
平
年
作
を
若
干
下

回
り
、
大
豆
は
積
雪
で
54 
ha
ほ
ど
収

穫
で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

畜
産
関
係
で
固
体
販
売
が
単
価
増
な

ど
に
よ
り
販
売
額
を
伸
ば
し
て
お
り

ま
す
が
、
農
作
物
の
減
収
や
価
格
の

減
な
ど
に
よ
り
、
農
業
全
体
で
は
、

前
年
を
１
割
程
度
減
少
と
な
る
見
込

み
で
あ
り
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
は
、
昨
年
を
挽
回
で
き

る
歓
び
に
満
ち
た
、
豊
穣
の
秋
を
迎

え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
幌
加
内
高
等
学
校
で
は
、
全
国
そ

ば
打
ち
選
手
権
団
体
準
優
勝
の
ほ

か
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大

会
農
業
鑑
定
技
術
競
技
大
会
、
全
国

高
等
学
校
定
時
制
通
信
制
生
徒
生
活

体
験
発
表
会
に
出
場
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

職
場
体
験
で
は
ド
イ
ツ
で
そ
ば
打
ち

の
実
習
を
す
る
な
ど
、
各
方
面
で
名

声
を
博
し
、
本
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
今
後
の
更
な
る
活
躍
を
ご
期

待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
は
、
開
基
１
２
０
年
を
迎
え

る
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
先
人
た

ち
が
多
く
の
労
苦
を
重
ね
、
築
き
上

げ
て
き
た
本
町
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
更
に
は
、「
幌
加
内
そ
ば
」「
朱

鞠
内
湖
」「
幌
加
内
高
等
学
校
」
な

ど
全
国
あ
る
い
は
世
界
に
発
信
で
き

る
大
き
な
資
源
・
宝
物
を
活
か
し
育

て
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
一
層

取
り
組
み
ま
す
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
化
対
策
、病
院
跡
地
の
有
効
利
用
、

地
域
公
共
交
通
対
策
な
ど
を
着
実
に

進
め
、
昨
年
開
催
の
町
政
懇
談
会
に

お
い
て
も
、沢
山
の
ご
意
見
を
賜
り
、

今
後
も
町
民
の
皆
様
と
の
対
話
を
基

本
に
町
政
を
進
め
て
ま
い
り
た
く
、

よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
結
び
に
、
平
成
29
年
が
町
民
皆
様

に
と
り
ま
し
て
、
輝
か
し
い
年
に
な

り
ま
す
こ
と
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　幌
加
内
町
長

細
　川
　雅
　弘
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新年あけまして
おめでとうございます



　
平
成
29
年
の
新
春
を
迎
え
、
議
会

を
代
表
し
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
春
を
清
々

し
く
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、

昨
年
中
は
、
議
会
活
動
及
び
町
政
に

格
別
の
ご
支
援
と
ご
理
解
、
並
び
に

多
大
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
中
国
経
済

の
減
速
や
中
東
情
勢
の
緊
迫
、
原
油

安
な
ど
を
受
け
、
株
価
が
急
落
す
る

波
乱
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た

が
、
政
府
に
よ
る
金
融
緩
和
、
財
政

政
策
な
ど
に
よ
り
景
気
は
穏
や
か
に

持
ち
直
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
地
域
経
済
、
と
り
わ
け
私
達
の

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
る
実
感
に

は
い
ま
だ
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
本
町
で
は
、
春
先
か
ら
の
長
雨
と

低
音
が
続
き
播
種
作
業
が
大
幅
に
遅

れ
、
日
照
不
足
も
か
さ
な
り
農
家

個
々
の
収
量
に
バ
ラ
付
が
見
ら
れ
、

水
稲
で
は
販
売
額
で
若
干
の
減
少
、

そ
ば
に
つ
い
て
は
、
収
量
が
例
年
を

下
回
っ
た
こ
と
に
合
わ
せ
単
価
下
落

に
よ
り
農
業
所
得
が
大
幅
な
減
少
と

な
り
ま
し
た
。「
そ
ば
の
里
幌
加
内
」

を
国
内
外
に
発
信
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

を
強
固
に
推
し
進
め
、
確
固
た
る
地

位
を
守
り
発
展
さ
せ
る
上
で
、
大
変

厳
し
い
状
況
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
昨
年
末
の
臨
時
国
会
で
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
法
案
が
可
決
い
た
し
ま
し
た

が
、
最
大
の
経
済
国
で
あ
る
ア
メ
リ

カ
次
期
大
統
領
が
脱
退
を
示
し
て
お

り
、
先
行
き
は
不
透
明
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
町
の
農
業
及
び
社
会
経
済

へ
の
影
響
も
大
き
く
、
今
後
の
情
勢

に
注
視
し
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　
さ
ら
に
本
年
は
、
経
営
所
得
安
定

対
策
や
米
政
策
の
見
直
し
な
ど
農
業

経
営
の
重
大
局
面
を
迎
え
て
お
り
、

安
定
し
た
農
業
経
営
を
維
持
し
、
安

心
・
安
全
な
農
作
物
の
生
産
が
図
ら

れ
る
よ
う
地
域
の
特
性
や
資
源
を
活

用
し
た
持
続
的
か
つ
実
効
性
の
あ
る

政
策
を
急
ぐ
と
と
も
に
、
商
工
業
の

発
展
や
観
光
の
振
興
、
保
健・福
祉・

医
療
や
教
育
環
境
の
充
実
な
ど
多
様

化
す
る
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
活
力

あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
て
行
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
議
会
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
昨
年

度
は
全
国
各
地
の
大
き
な
都
市
議
会

で
の
政
務
活
動
費
の
不
適
切
な
使
途

が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
改
め
て
私
達
、
政
務
活
動
費
を
認

め
て
い
な
い
末
端
の
町
議
会
も
襟
を

正
し
、
議
員
と
し
て
の
資
質
を
自
己

に
問
い
直
し
、
町
発
展
、
住
民
の
幸

せ
、
議
員
定
数
の
是
非
、
議
員
活
動

の
あ
る
べ
き
姿
等
も
含
め
議
会
運
営

委
員
会
で
議
論
を
深
め
て
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
は
長
年
自
粛
を
し
て

い
ま
し
た
道
外
視
察
を
実
施
し
ま
し

た
。
上
川
管
内
に
移
管
し
７
年
目
を

向
か
え
ま
す
が
、
未
だ
解
決
し
て
い

な
い
選
挙
区
の
変
更
の
中
央
陳
情
を

強
力
に
実
施
す
る
傍
ら
、
長
野
県
の

小
川
村
及
び
山
形
村
を
視
察
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
高
齢
社
会
が
進

む
中
で
一
億
総
活
躍
が
叫
ば
れ
、
お

年
寄
り
の
会
社
が
村
の
産
業
を
支
え

て
い
る
状
況
、
そ
ば
作
付
面
積
の
少

な
い
中
で
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る

唐
沢
地
区
の
そ
ば
街
道
の
姿
な
ど
を

研
修
し
て
来
ま
し
た
。
際
限
な
く
増

加
す
る
社
会
保
障
費
と
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
、
先
行
き
の
不
透
明
な
農
業
政

策
の
中
で
将
来
の
本
町
の
姿
を
模
索

す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
本
町
に
は
、
美
し
く
豊
か
な
自
然

や
景
観
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
英

知
な
ど
様
々
な
財
産
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
財
産
を
大
い
に
活
用
し
、
将
来

に
向
か
っ
て
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
「
夢
と
誇
り
を
持
っ
て
生
き
い

き
と
暮
ら
す
ま
ち
」
を
目
指
し
、
議

員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
本
町
に
課
せ

ら
れ
て
い
る
課
題
は
山
積
み
し
て
お

り
ま
す
が
、
特
効
薬
は
中
々
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
勇
気
と
希
望
を
持
っ
て

住
民
目
線
で
の
議
会
運
営
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、
皆
様
と
伴
に
町
の
将
来

展
望
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
町
民

の
皆
様
の
付
託
に
応
え
ら
れ
る
べ

く
、
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
に
は
、
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
多
幸
と
健
や
か
な
毎
日
で
あ

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
し
て

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

　
　
　幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　川
　雅
　昭
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村　
上　
　
　
悟

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
椋　
井　
　
　
功

副

会

長　
小　
関　
和　
明

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
廣　
瀬　
之　
彦

〃

　
村　
上　
　
　
悟

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

会
長
代
理　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
齋　
藤　
雅　
文

〃

　
清　
原　
　
　
覺

〃

　
田　
丸　
利　
博

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
髙　
橋　
勝　
好

〃

　
髙　
木　
　
　
司

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
高　
橋　
清　
美

〃

　
塚　
田　
　
　
隆

〃

　
林　
　
　
勝　
美
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〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

　
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
塚　
田　
　
　
隆

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
髙　
木　
　
　
司

〃

　
大　
月　
清　
司

〃

　
高　
橋　
清　
美

〃

　
中　
村　
康　
隆

〃

　
阿　
部　
辰　
蔵

〃

　
近　
藤　
寿
美
子

▽
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）

清　
原　
吉　
典

▽
中
央
公
民
館
（
兼
）

館

長　
清　
原　
吉　
典

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
中　
川　
秀　
雄

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
阿　
部　
　
　
昭

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
遠　
藤　
友　
文

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
日　
野　
　
　
昭

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
山　
本　
理
智
子

〃

　
藤　
井　
　
　
祐

〃

　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
関　
口　
　
　
豪

〃

　
尾　
﨑　
智　
行

〃

　
蔵　
前　
文　
彦

〃

　
上　
村　
直　
弘

〃

　
新　
江　
有　
希

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

　
ス
推
進
会
議

議

長　
井　
上　
憲　
明

副

議

長　
水　
上　
尚　
澄

委

員　
田
井
中　
雄　
二

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
椋　
井　
巴
麿
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
阿　
部　
辰　
蔵

〃

　
鈴　
木　
秀　
明

〃

　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
川　
勝　
　
　
勝

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
水　
谷　
修　
一

〃

　
小
野
田　
直　
子

〃

　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

会

長　
水　
上　
尚　
澄

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
椋　
井　
巴
麿
子

民
生・児
童
委
員　
市　
川　
喜　
春

〃

　
篠　
原　
紀
代
枝

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
能　
代　
義　
秀

〃

　
中　
西　
久
美
子

〃

　
笠　
井　
マ
リ
子

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
堺　
　
　
征　
子

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
山　
口　
久
美
子

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
加　
藤　
敏　
惠

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
川　
原　
　
　
誠

○
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

川　
勝　
　
　
勝

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

番　
田　
幸　
子

〇
深
川
地
区
消
防
組
合

▽
幌
加
内
消
防
団

団

長　
髙　
山　
友　
樹

副

団

長　
中　
村　
雅　
義

第
一
分
団
長　
寺　
崎　
嘉　
男

副
分
団
長　
長　
崎　
孝　
一

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
仙　
丸　
孝　
司

▽
幌
加
内
支
署

支

署

長　
水　
谷　
修　
一

主
幹
（
庶
務
担
当
）
兼
庶
務
係
長

　
有　
働　
裕　
妃

庶
務
係
主
任
兼
救
急
救
助
係
主
任

　
中　
川　
佳　
太

庶
務
係
兼
警
防
係　
及　
川　
竜　
平

庶
務
係
兼
救
急
救
助
係

　
倉　
内　
陽　
平

主
幹
（
消
防
団
・
警
防
担
当
）
兼
朱

鞠
内
分
遣
所
長　
藤　
原　
秀　
一

消
防
団
係
長　
野　
原　
恵　
一

消
防
団
係
兼
予
防
係

　
山　
谷　
洋　
人

警
防
係
長　
腰　
越　
真　
人

主
幹
（
予
防
担
当
）

　
椋　
井　
義　
友

予
防
係
長　
髙　
橋　
　
　
優

予
防
係
兼
警
防
係　
鈴　
木　
恭　
平

主
幹
（
救
急
救
助
担
当
）

　
横　
川　
正　
明

救
急
救
助
係
長　
岡　
田　
　
　
伸

救
急
救
助
係
兼
警
防
係

　
石　
川　
義　
光

▽
幌
加
内
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
木　
下　
惠
二
郎

〃

　
中　
南　
裕　
行

代
表
監
事　
笠　
井　
政　
彦

監

事　
白　
坂　
孝　
司

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
林　
　
　
勝　
美

副

会

長　
飛　
島　
志　
信

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

会

計　
羽　
田　
公　
一

〇
校
長
会

会

長　
髙　
木　
　
　
司

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
渡　
辺　
幸　
司

　

〃　
教
頭　
玉　
造　
　
　
至

幌
加
内
中
校
長　
髙　
木　
　
　
司

　

〃　
教
頭　
岸　
田　
賢　
治

朱
鞠
内
小
校
長　
遠　
藤　
友　
文

　

〃　
教
頭　
小　
林　
勝　
彦

幌
加
内
高
校
校
長　
廣　
瀨　
之　
彦

　

〃　
教
頭　
保　
格　
秀　
規

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
髙　
木　
　
　
司

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

　
祉
協
議
会

会

長　
井　
上　
憲　
明

副

会

長　
篠　
原　
正　
治

理

事　
宮　
川　
恵　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
白　
坂　
孝　
司

監

事　
番　
田　
敏　
幸

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
田
井
中　
雄　
二

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

居
住
管
理
責
任
者　
湯　
浅　
久　
枝

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
田
井
中　
雄　
二

業
務
課
長
（
生
活
相
談
員
）　

番　
水　
英　
世

介
護
福
祉
士　
飛　
渡　
喜
久
郎

看
護
師
兼
介
護
員　
川　
原　
あ
ゆ
み

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
田
井
中　
雄　
二

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

　
皆　
川　
眞
由
美

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
宮　
田　
由　
香

福
寿
荘
管
理
責
任
者　草　

島　
俊　
之

〈
幌
加
内
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー

「
し
ゃ
き
ょ
う
」〉

管
理
者
・
介
護
支
援
専
門
員

松　
本　
千
代
美

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
鈴　
木　
秀　
明

副

会

長　
吉　
田　
正　
美

理

事　
松　
澤　
省　
道

〃

　
大　
森　
百
合
子

〃

　
中　
河　
滋　
登

監

事　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
大　
平　
サ
ダ
子

事
務
局
長　
菊　
地　
勝　
美
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〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

顧

問　
皆　
川　
　
　
勇

会

長　
川　
勝　
　
　
勝

副

会

長　
村　
上　
康　
幸

〃

　
山　
田　
あ
つ
み

〇
遺
族
会

会

長　
中　
西　
　
　
徹

副

会

長　
中　
谷　
道　
春

〃

　
中　
川　
一　
夫

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
篠　
原　
正　
治

副

会

長　
井　
上　
憲　
明

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
白　
坂　
孝　
司

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
中　
西　
　
　
徹

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
中　
村　
康　
隆

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
中　
村　
康　
隆

幌
加
内
中　
本　
家　
　
　
徹

朱
鞠
内
小　
佐　
藤　
和　
仁

幌
加
内
高
校　
藤　
野　
未　
央

〇
体
育
協
会

会

長　
大　
月　
清　
司

副

会

長　
番　
水　
一　
光

〃

　
番　
田　
幸　
子

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
大　
月　
清　
司

〇
文
化
連
盟

会

長　
増　
井　
　
　
進

副

会

長　
高　
橋　
清　
美

〃

　
麻　
木　
澄　
子

○
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　

会

長　
阿　
部　
辰　
蔵

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
日　
野　
　
　
昭

○
自
衛
隊
協
力
会　

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
小　
川　
雅　
昭

○
自
衛
隊
募
集
相
談
員　

名
誉
相
談
員　
岡　
田　
壽　
夫

相

談

員　
椿　
　
　
金　
市

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
德　
重　
　
　
隆

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

井　
上　
信　
子

〇
幌
加
内
北
地
区
中
山
間
総
合
整
備

　
促
進
期
成
会

会

長　
髙　
山　
友　
樹

副

会

長　
畑　
　
　
正　
男

〇
農
地
整
備
事
業
促
進
期
成
会

会

長　
村　
上　
賢　
誠

副

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

　
進
期
成
会　

会
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

　
西　
川　
将　
人

　
〃　
（
鷹
栖
町
長
）

　
谷　
　
　
寿　
男

〇
長
留
内
川
雑
用
水
利
用
組
合　

組

合

長　
清　
原　
　
　
覺

副
組
合
長　
北　
村　
邦　
昭

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
清　
原　
　
　
覺

理
事
長
代
理　
稲　
見　
浩　
一

理

事　
德　
重　
　
　
隆

〃

　
中　
川　
秀　
雄

〃

　
篠　
原　
　
　
剛

〃

　
古　
林　
　
　
茂

総
括
監
事　
中　
村　
雅　
義

監

事　
横　
窪　
敏　
明

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

　
帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
推
進
協
議
会

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

事
業
課
技
術
長　
石　
黒　
政　
士

事
業
課
長　
前　
田　
真
作
之

事
業
課
長
補
佐　
髙　
橋　
一　
之

事
業
課
長
補
佐　
森　
本　
眞　
次

管
理
係
長　
堀　
川　
剛　
史

土
地
改
良
第
一
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

（
幌
加
内
支
所
分
）

理
事
（
地
区
代
表
理
事
）

　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
古　
屋　
一　
郎

支

所

長　
林　
　
　
勝　
美

金
融
共
済
課
長　
小
笠
原　
　
　
清

金
融
共
済
課
考
査
役

　
武　
石　
秀　
之

営
農
課
長　
小　
野　
　
　
斉

営
農
課
調
査
役　
荒　
田　
勇　
次

営
農
課
主
査　
楠　
木　
貴　
博

資
材
課
長
補
佐　
丸　
岡　
章　
一

農
機
自
動
車
整
備
工
場
工
場
長　

松　
本　
好　
人

主

査　
宮　
田　
光　
利

幌
加
内
給
油
所
長　
竹　
田　
　
　
浩

〇
そ
ば
活
性
化
協
議
会

会

長　
田　
丸　
利　
博

副

会

長　
清　
原　
　
　
覺

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
村　
上　
　
　
悟

理

事　
清　
原　
　
　
覺

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
宇　
野　
利　
徳

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〃

　
坂　
本　
勝　
之

〃

　
村　
上　
曜　
子

監

事　
番　
水　
一　
光

〃

　
中　
村　
雅　
義

事
務
局
長　
髙　
山　
正　
則

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
髙　
橋　
敏　
幸

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
関　
口　
俊　
司

〃

　
阿　
部　
理　
嗣

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
阿　
部　
伸　
啓

〃

　
中　
川　
時　
子

監

事　
坂　
本　
規　
康

〃

　
新　
江　
宏　
文

経
営
指
導
員　
鈴　
木　
藤　
雄

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

一
般
職
員　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
髙　
山　
友　
樹

組
合
長
代
理　
中　
南　
裕　
行

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
松　
本　
好　
人

常
勤
理
事　
中　
野　
信　
之

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
髙　
山　
友　
樹

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
岩　
本　
更
太
郎

〃

　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
黒　
田　
綾　
子

監

事　
能　
代　
義　
秀

〃

　
佐　
藤　
保　
則

事
務
局
員　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
白　
坂　
孝　
司

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
松　
藤　
信　
人

副

会

長　
吉　
川　
和　
江

○
税
経
対
策
協
議
会　

会

長　
横　
窪　
敏　
明

事
務
局
長　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
次
長　
蔵　
前　
文　
彦
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監

事　
市　
川　
喜　
春

〃

　
德　
重　
　
　
隆

〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
髙　
橋　
勝　
好

○
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
吉　
田　
鉄　
也

朱
鞠
内
駐
在
所　
佐　
藤　
和　
仁

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
小
野
寺　
　
　
功

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

　
ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
吉　
田　
俊　
也

○
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

○
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
佐　
藤　
保　
則

〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会　

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
俊　
司

事
務
局
長　
菊　
地　
康　
司

○
役　
場

（
総　
務　
課
）

課

長　
大　
野　
克　
彦

庶
務
係
長
兼
防
災
係
長

　
安　
藝　
　
　
修

庶
務
係
主
査　
堺　
　
　
秀　
樹

庶
務
係
兼
防
災
係
兼
職
員
厚
生
係
兼

情
報
管
理
係　
　
西　
成　
亜
姫
奈

職
員
厚
生
係
長
兼
広
報
統
計
係
長
兼

庶
務
係　
　
　
　
三　
浦　
依
理
子

財
政
係
長　
菊　
地　
　
　
宏

管
財
係
長
兼
財
政
係

　
加　
藤　
洋　
恵

財
政
係
兼
管
財
係
兼
出
納
室
出
納
係　

小　
林　
大　
輝

税
務
係
長　
山　
本　
め
ぐ
み

税

務

係　
村　
上　
隼　
哉

情
報
管
理
係
長
兼
庶
務
係
兼
防
災
係

兼
広
報
統
計
係　
椿　
　
　
英　
万

広
報
統
計
係
兼
防
災
係
兼
情
報
管
理

係
兼
税
務
係　
　
猪　
谷　
祐　
介

（
出　
納　
室
）

会
計
管
理
者　
大　
野　
克　
彦

出

納

係　
大　
家　
　
　
絢

（
朱
鞠
内
支
所
）

支

所

長　
竹　
脇　
　
　
剛

係

　
岡　
久　
貢　
太

（
地
域
振
興
室
）

室
長
兼
企
画
調
整
係
長
事
務
取
扱

　
山　
本　
久　
稔

主
幹
兼
地
域
振
興
係
長
兼
そ
ば
振
興

係
長
事
務
取
扱　
野　
口　
卓　
也

そ
ば
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
地
域

振
興
係　
　
　
　
飯　
沼　
剛　
史

地
域
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
そ
ば

振
興
係　
　
　
　
梅　
津　
孔　
希

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
主

査
事
務
取
扱　
　
柏　
原　
　
　
潤

（
兼
）
旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
係

北　
村　
卓　
也

（
産　
業　
課
）

課

長　
村　
上　
雅　
之

主
幹
兼
商
工
観
光
係
長
兼
林
務
係
長

兼
水
産
係
長
事
務
取
扱

新　
江　
和　
夫

農
政
係
長
兼
畜
産
係
長

　
伊　
藤　
宗　
徳

農
業
振
興
係
長　
高　
木　
敏　
光

農
政
係
兼
畜
産
係
兼
農
業
振
興
係

藤　
本　
尚　
弥

商
工
観
光
係
主
査
兼
林
務
係
主
査
兼

水
産
係
主
査　
　
渡　
邉　
義　
夫

地
籍
係
長
（
併
）　
柏　
原　
　
　
潤

地
籍
係
（
併
）　
北　
村　
卓　
也

課
長
補
佐
（
土
地
改
良
区
派
遣
）　

石　
黒　
政　
士

係
長
（
土
地
改
良
区
派
遣
）

堀　
川　
剛　
史

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）

村　
上　
雅　
之

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
次
長
（
嘱
託
）

笠　
井　
博　
文

農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

新　
江　
和　
夫

（
建　
設　
課
）

課

長　
小
野
田　
倫　
久

主
幹
兼
技
術
長
兼
水
道
係
長
兼
下
水
道

係
長
事
務
取
扱　
髙　
田　
英　
樹

土
木
係
長　
山　
田　
英　
樹

管
理
係
長
兼
水
道
係

　
塚　
田　
裕　
紀

建
築
係
長　
藤　
田　
夏　
樹

建
築
係
兼
土
木
係
兼
管
理
係

奥　
　
　
智　
之

水
道
係
兼
下
水
道
係

　
大　
家　
　
　
優

（
除
雪
セ
ン
タ
ー
）

所
長
兼
車
両
係
長
兼
管
理
係
長
事
務
取
扱

木　
下　
敏　
夫

管
理
係
兼
車
両
係　
佐　
藤　
　
　
淳

（
住　
民　
課
）

課

長　
竹　
谷　
浩　
昌

主
幹
兼
国
民
健
康
保
険
医
療
係
長
兼

後
期
高
齢
医
療
係
長
事
務
取
扱

岩　
本　
美
佐
江

主
幹
兼
住
民
生
活
係
長
事
務
取
扱

加　
藤　
誠　
一

環
境
衛
生
施
設
係
長
兼
環
境
衛
生
係
長　

山　
谷　
弘　
一

戸
籍
年
金
係
長
兼
環
境
衛
生
係

加　
藤　
美　
幸

環
境
衛
生
係
兼
戸
籍
年
金
係

佐　
藤　
雪　
枝

国
民
健
康
保
険
医
療
係
兼
後
期
高
齢
者

医
療
係
兼
戸
籍
年
金
係
兼
住
民
生
活
係

西　
山　
慎　
也

（
保
健
福
祉
課
）

課

長　
中　
河　
滋　
登

課
長
補
佐　
木　
下　
八
代
恵

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
介
護
保
険
係

北　
村　
康　
栄

介
護
保
険
係
長　
相　
澤　
雅　
彦

し
あ
わ
せ
福
祉
係
長

　
松　
岡　
　
　
剛

す
こ
や
か
保
健
係
長
兼
住
民
課
国
民

健
康
保
険
医
療
係

伊　
藤　
理　
加

す
こ
や
か
保
健
係
長
兼
住
民
課
国
民

健
康
保
険
医
療
係

宮　
内　
智　
子

す
こ
や
か
保
健
係
兼
住
民
課
国
民
健

康
保
険
医
療
係　
寺　
林　
和　
哉

し
あ
わ
せ
福
祉
係
兼
す
こ
や
か
保
健
係

荒　
　
　
洸　
佑

理
学
療
法
士
兼
あ
ん
し
ん
介
護
係
主
査

小　
本　
　
　
剛

（
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
）

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）　森　

㟢　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
中　
河　
滋　
登

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
社
会
教
育
課
長

清　
原　
吉　
典

学
務
課
長
兼
学
校
教
育
係
長
兼
総
務

係
長
事
務
取
扱　
内　
山　
　
　
渉

車
両
係
長
兼
総
務
係
主
査
（
兼
）

三　
上　
賢　
逸

学
校
教
育
係
兼
総
務
係
兼
社
会
教
育
係

川
内
谷　
晋　
吾

社
会
教
育
係
長　
野　
村　
道　
宏

社
会
教
育
主
査
兼
総
務
係

鈴　
木　
千　
尋

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

水　
上　
尚　
澄

事
務
長
（
高
校
）　
髙　
田　
美　
穂

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所　

長
（
兼
）　
清　
原　
吉　
典

次

長　
三　
上　
賢　
逸

技
術
係
主
査　
佐　
藤　
和　
俊

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

　
山　
口　
雅　
司

〇
幌
加
内
診
療
所　

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事

務

長　
蔵　
前　
裕　
幸

医
事
係
長　
金　
森　
愛　
華

庶

務

係　
丹　
波　
　
　
洋

理
学
療
法
士
（
兼
）

　
小　
本　
　
　
剛

看
護
師
長　
水　
谷　
裕　
美

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
歯
科
診
療
所

医

師　
堀　
　
　
直　
央
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　12 月 1日（木）、（写真：上）幌加内町うるち米
生産組合（組合長：徳重隆）より、地元産ゆめぴり
かの新米 30㎏、幌加内町もち米生産組合（組合長：
横窪敏明）（写真：下）より、もち米 30kg を町教
育委員会に贈呈されました。寄贈していただいたお
米は、12月の学校給食で振る舞われています。

地元産ゆめぴりか
　　　もち米を寄贈

ほろたちスキー場
　　　　安全祈願祭

　11月 29 日（火）、ほろたちスキー場の安全祈願
祭が行われました。町長やスキー連盟の会長、指定
管理者であるダンケジャパンの社長など、21 名が
参列し、今シーズンの安全祈願、玉串礼拝などの神
事に臨みました。
　細川町長より「幌加内の積雪は 11月現在で全国
1位を記録しており、※インバウンド効果にも期待
しながら運営して下さい。」とあいさつ、㈱ダンケ
ジャパン代表取締役　大谷　寿美子社長からは「指
定管理を請けてから 8回目のシーズンを迎え、今
年も安心・安全なスキー場の運営に努めます。」と
今シーズンの抱負を述べられました。
※インバウンドとは…
　外国人による日本旅行者数を指します。
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洗
濯
表
示
が
変
わ
り
ま
す
。

●自衛官候補生（男子）
応募資格：日本国籍を有し、採用予定月の１日現在、

18歳以上27歳未満の男子
受付期間：現在受付中
試験期日：平成29年1月27日（金）・28日（土）
試験会場：陸上自衛隊旭川駐屯地（旭川市春光町）
又は、自衛隊旭川地方協力本部

●防衛大学校学生一般（後期）
応募資格：日本国籍を有し、平成29年4月1日現在、18

歳以上21歳未満の男女（高卒・見込みを含む）
受付期間：平成29年1月21日（土）～27日（金）
試験期日：第1次試験　平成29年2月18日（土）
試験会場：防衛大学校（神奈川県横須賀市）

●お問い合わせ先
　自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊
　（0166-54-5617）又は、役場窓口まで

平成28年度自衛官等募集案内

・いじめられている･･･
・学校に行きたいのに行けない･･･
・誰かに聞いてほしい･･･
　そんな時に、相談できる窓口があります。

子ども相談支援センター
相談窓口のお知らせ

　「ニッポン一億総活躍プラン」
（平成28年6月2日閣議決定）におい
て、65歳以降の継続雇用延長や65歳
までの定年延長を行う企業等に対す
る支援の実施が盛り込まれたことを
受け、65歳超雇用推進助成金を創設
し、65歳以上への定年引上げ等を行
う企業に対して重点的に支援を行う
ことで、65歳以降も希望者全員が安
心して働ける雇用基盤を整備すると
ともに「生涯現役社会」の構築を図
ります。
　概要については、次のとおりです。

65歳以降の定年の引上げや継続雇用制度の導入を検討している事業主の皆さまへ

平成28年度自衛官等募集案内

●電話相談
　０１２０－３８８２－５６
　（無料、毎日24時間対応）
●メール相談
　doken-sodan@hokkaido-c.ed.jp
※急ぎの場合は電話相談を利用してください。

　平成28年10月19日以降に労働協約又は就業規則に以下の制度を規定
し、制度を実施した場合に助成（1事業主につき1回限り）

※①～④の複数の制度を合わせて導入した場合は最も高い額のみ支給

導　入　す　る　制　度 助成額
① 65歳への定年引上げ 100万円
② 66歳以上への定年引上げ又は定年の定めの廃止 120万円
③ 希望者全員を66～69歳まで継続雇用する制度の導入 60万円
④ 希望者全員を70歳以上まで継続雇用する制度の導入 80万円

お問合わせ、ご相談、申請等については、
独立行政法人　高齢・障害・求職者支援機構　北海道支部

（電話011-622-3351）が窓口となります。

  

洗
濯
表
示

平
成
28
年
12
月
か
ら

  

洗
濯
表
示
が
変
わ
り
ま
す
。
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　平成29年１月１日現在、幌加内町に住んでいる方は、住民税の申告または確定申告により、平成28年中の所
得を申告していただくことになっています。申告をされないと、所得証明が発行されなかったり、国民健康保
険税の軽減制度が適用されなかったりする場合があります。忘れずに申告してください。

住民税・確定申告の受付期間は
平成29年２月16日（木）から３月15日(水）までです（土日除く）

□住民税の申告が必要な方
●平成29年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方
　※ただし、次の項目に該当する方は必要ありません
　①確定申告をしている方
　②事業所等から給与支払報告書が提出され、年末調整をした給与以外に所得のない方
□確定申告（所得税の申告・還付申告）が必要な方
●サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える方　●給与以外の所得金額が年間20万円を超える方
●２ヶ所以上から給与を受けている方　●事業をしている方、地代や家賃収入（不動産収入）のある方
●土地や建物（不動産）を売った方　●給与所得者で、年の途中で退職された方
●平成28年中に医療費控除の対象となる医療費の支払いがある方
※医療費控除受ける方（平成28年中に支払った医療費から、保険金等で補填される金額を差引いた残高が10万円以上、
又は所得の５％以上である場合）

住民税申告、確定申告（所得税の申告・還付申告）に必要なもの
●印鑑（認印で可）　
●農業所得、事業所得、不動産所得などがある方…収入・支出（経費等の内訳）がわかる書類
●給与所得、年金所得などがある方…給与所得源泉徴収票、公的年金源泉徴収票
●生命保険料等の控除を受ける方……保険料支払証明書　
●医療費控除を受ける方………………医療費の領収書
●国民年金保険料の社会保険料等控除を受ける方…日本年金機構交付の証明書

　今回の申告から、本人確認書類を添付することとなりましたので、マイナンバーカード（個人番号
カード）をご持参ください。マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちでない方は、次の書類
をご持参ください。
①番号確認書類《本人のマイナンバーを確認できる書類》
　◆通知カード　　
　◆住民票の写し（マイナンバーの記載があるものに限ります）のいずれかをご持参ください。
②身元確認書類《記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類》
　◆運転免許証　　◆公的医療保険の被保険者証（保険証）　　◆パスポート　　◆在留カード
　◆身体障害者手帳　などのいずれかをご持参ください。

□住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が必要となります！
●平成29年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方で平成28年分の所得税から控除しき
れない住宅ローン控除額が発生した方は、平成29年３月15日（水）までに、「町民税道民税　住
宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

お問合せ先
　住民税に関すること　役場総務課税務係　　電話　３５－２１２１（内線１１５）
　所得税に関すること　深川税務署　　　　　電話　０１６４－２３－２１９１
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～ 高額介護合算療養費及び医療費通知について ～

■ 高額介護合算療養費について
　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。
　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計
が限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。
なお、手続きには市区町村窓口への申請が必要となります。
　○後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
　○支給額が500円以下の場合は支給されません。

◆ 自己負担限度額表
　　　　　　　　　　　　　　　　【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月31日】
負担割合 区　　　　　　　分 自己負担額の合計の基準額
３　割 現 役 並 み 所 得 者 ６７万円

１　割
一　　　　　　　　　 般 ５６万円

住 民 非 課 税 世 帯
区分Ⅱ（※１） ３１万円
区分Ⅰ（※２） １９万円

※１ 世帯全員が住民税非課税である方
※２ 世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額が80

万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

■ 医療費通知を全受診者へ送付します
　これまでは希望者にお送りしていましたが、平成28年９月送付分より全受診者（平成28年１
月～６月に受診された方）にお送りします。なお、発行時期は従来の９月と翌年３月に変更あり
ません。
【イメージ図】

 ◆ 医療費通知の活用について
　○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
　○ インフルエンザ予防や健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
　○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

申請される方は、幌加内町役場住民課後期高齢者医療係までお申し出ください。

お　問　い　合　わ　せ　先
北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒０６０－００６２
　　　札幌市中央区南２条西14丁目
　　　　　　　　　　　　　国保会館６階
電話　０１１‐２９０‐５６０１

※確定申告（医療費控除）の際の添付資料と
しては使用できません。
※この通知は皆様の受診状況についてお知ら
せするもので請求書ではありません。

幌加内町役場
　　住民課後期高齢者医療係
電話　３５－２１２４
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平成28年　幌加内町の主なできごと
１月
７日　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
８日　幌加内消防「出初式」
10日　成人式
13日　小中学生書初め大会
20日　町功労者・産業貢献者表彰式
２月
13日　母子里クリスタルパーク
　　　クリスタルピークス「ライトアップ」
14日　第８回ほろたちジュニアアルペン競技大会

21日　幌加内町下の句百人一首大会
25日　幌加内町農業関連試験研究報告会
３月
１日　幌加内高校「卒業式」
７日　幌加内消防団「危険予知訓練」
12日　幌加内中学校「卒業式」
13日　母子里と出会う旅～2016冬～（写真①）
19日　幌加内小学校「卒業式」　
22日　みゆき保育所「卒園式」
26日　双葉保育園「卒園式」

４月
１日　幌加内町地域密着型特養「テルケア」開設
　　　双葉保育園「入園式」
　　　幌加内町農産物低温貯蔵施設「雪乃御殿」

初の雪入れ
３日　ONEWAY CUP第17回ほろたちジャイ

アントスラローム競技大会
７日　幌加内小学校「入学式」
　　　朱鞠内小学校「入学式」
　　　幌加内中学校「入学式」
　　　放課後児童クラブ「入所式」
８日　幌加内高校「入学式」
　　　みゆき保育所「進級式」
23日　上杉周大「そばの里大使就任式」
26日　春の防火パレード
28日　幌加内小学校「交通安全教室」
５月　
２日　幌加内中学校「交通安全教室」
　　　朱鞠内小学校「交通安全教室」

　　　幌加内土地改良区「通水式」
16日　牛魂碑慰霊祭・馬頭観音慰霊祭
18日　町内合同清掃活動
21日　第31回東京幌加内会
　　　あさひかわ幌加内会
24日　春の交通安全・林野火災予防パレード
27日　朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建設殉職者

及び水難事故者慰霊祭　
６月
２日　幌加内高校「校内意見発表大会」
５日　幌加内中学校「体育大会」
　　　ほろかない湖「公園開き」
11日　幌加内小学校「運動会」
　　　上杉大使のそば畑「種まき」
12～26日　厳寒清流さらしそば販売
19日　朱鞠内小学校「運動会」
　　　三頭山「山開き」
25日　子ども芸術劇場人形劇「おだんごぱん」
27日　幌加内小学校「サッカー教室」（写真②）

７月
１日　戦没者追悼式
４日　幌加内診療所診療開始
８日　青少年非行防止・社明運動合同町内パレード
10日　第24回参議院議員選挙「投開票日」
17日　添牛内神社祭
21日　成人大学講座（講師：中谷信一氏）
22日　ウェルカム赤ちゃん記念品贈呈式
　　　文化連盟芸術鑑賞会
　　　「昭和ノスタルジアコンサート」
25日　幌加内神社祭
27日　幌加内消防演習（写真③）
　　　消防功労者表彰式
30日～９月４日　政和アートフェス
31日　幌加内そばの日
８月
２日　上川管内町村身体障害者スポーツ大会
　　　（会場：幌加内高等学校体育館）

５日　双葉保育園「七夕・盆踊り」
６日　上杉大使のそば畑「花見会」
　　　第35回朱鞠内湖湖水祭
15日　第32回厳寒まつり
19日　全国高校生そば打ち選手権
　　　（幌加内高校：団体準優勝）
20日　国道275号線通行止め（翌21日まで）
　　　（写真④）
9月　
３～４日　第23回幌加内町新そば祭り
　　　　　（来場者：44,000人）
８日　地方創生講演会
　　　（基調講演：石破茂（前地方創生大臣））
９日　文化講演会「伊奈かっぺいの世界」
10日　幌加内中学校「学校祭」
11日　双葉保育園「運動会」
　　　上杉大使のそば畑「そば刈り」

10月
２日　幌加内中学校「吹奏楽部定期演奏会」
４日　福祉・老人のつどい
　　　成人大学「消費者被害防止出前講座」
５日　幌加内高等学校「交通安全啓発活動」
８日　朱鞠内小学校「学芸会」
14日～11月３日　生涯学習フェスティバル
　　　　　　　　「一般作品展示」
15日　幌加内小学校「学芸会」
20日　生涯学習フェスティバル
　　　「児童生徒芸能発表会」
21日　福祉スポーツ大会
22日　第40回産業祭
26日　交通安全町民集会・交通安全啓発・秋の防火

パレード
30日　生涯学習フェスティバル「ピアノ発表会」

11月
１日～25日　町政懇談会（町内７会場）
３日　生涯学習フェスティバル「一般芸能発表会」
５日　第25回コンサートin朱鞠内
６日　おかえり沼牛駅「改修御披露目会」
８日　第７回郷土うたの集い
13日　第28回町民ミニバレー大会
24日　税を考える週間書道展「表彰式」
　　　（町内各学校）
29日　ほろたちスキー場安全祈願祭
12月
９日　自治区長会議
17日　双葉保育園「お遊戯会」
26日　暴力追放運動街頭啓発
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☞編集室から☜　皆様、新年明けましておめでと
うございます。　今年は、幌加内町開基120周
年の節目を迎える年になります。
『幌加内町』の変わらない景色、
変わる町並み、変わらない人情、
変わる豊かさ。故郷にかける思い
は人それぞれですが、迎える未来
は皆さんの手で作られます。
　“伝統は革新とともにある”
　元気な人、豊かな大地、ともに
歩む協働のまち作りを一丸となっ
て目指していきましょう。

７月
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